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大阪湾岸スクラップ船積み

4
月
過
去
最
高
6.4
万
㌧

内
外
需
要
ギ
ャ
ッ
プ
で
急
増

新
ミ
ニ
レ
ベ
ラ
ー
本
稼
働

エ
ヌ
テ
ィ
ス
チ
ー
ル
受
注
拡
大
目
指
す

新社長登場
New President

書
面
決
議
で
総
会

正
副
会
長
は
再
任

普
通
鋼
電
炉
工
業
会

切断量、前月比8．9％減
全国厚板シヤ工組4月調査全国厚板シヤ工組4月調査

在庫率4カ月ぶり上昇

副
会
長
に
中
村
氏

東
海
Ｃ
Ｃ
工
業
会

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
対対
応応

6
月
末
ま
で
継
続

鉄
鋼
連
盟

鉄筋棒鋼

東
北
デ
ー
バ
ー
・ス
チ
ー
ル

6
月
販
価
上
げ
視
野

一
部
で
在
宅
継
続

東
京
製
鉄

自
社
株
取
得
状
況

自
社
株
取
得
状
況

（
総
数
、価
格
、カ
ッ
コ
内
は
取
得
期
間
）

3
月
期
決
算
発
表
確
定

3
月
期
決
算
発
表
確
定

カ
ッ
コ
内
は
当
初
予
定
日

役
員
人
事

大
阪
湾
岸
か
ら
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
出
が
急
速
に
拡
大
し
て
い

る
。
大
阪
地
区
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
関
連
企
業
で
構
成
す
る
関
西
鉄
源

協
議
会
（
代
表
幹
事
＝
黒
川
友
二
・
扶
和
メ
タ
ル
会
長
）
が
ま
と
め

た
4
月
の
大
阪
湾
岸
ス
ク
ラ
ッ
プ
船
積
み
数
量
は
、
総
計
で
前
年
同

月
比
約
6
倍
の
6
万
3
5
3
5
㌧
だ
っ
た
。
2
0
0
9
年
3
月
の
5

万
3
9
9
5
㌧
を
大
き
く
上
回
っ
て
過
去
最
高
と
な
り
、
初
め
て
6

万
㌧
台
に
乗
せ
た
。
国
内
や
地
区
内
と
海
外
で
需
要
ギ
ャ
ッ
プ
が
生

じ
、「
輸
出
価
格
が
地
区
相
場
よ
り
も
高
く
、
湾
岸
部
で
積
極
的
に
ス

ク
ラ
ッ
プ
を
集
荷
す
る
動
き
が
続
い
た
」（
ヤ
ー
ド
筋
）
こ
と
な
ど
が

船
積
み
の
大
幅
増
に
つ
な
が
っ
た
。

品
種
別
で
は
ヘ
ビ
ー
ス

ク
ラ
ッ
プ
が
5
万
5
8
0

5
㌧
と
前
年
同
月
の
4
6

8
8
㌧
か
ら
大
幅
に
増

え
、
2
カ
月
連
続
で
過
去

最
高
を
更
新
。
地
区
内
で

は
4
月
中
に
メ
ー
カ
ー
の

大
半
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
荷

受
け
制
限
や
荷
止
め
を
行

う
な
ど
ヘ
ビ
ー
ス
ク
ラ
ッ

プ
を
中
心
に
荷
余
り
感
が

生
じ
た
影
響
も
あ
り
、
湾

岸
部
へ
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

出
荷
が
よ
り
進
ん
だ
。

大
阪
湾
岸
で
は
「
こ
こ

数
年
で
シ
ッ
パ
ー
が
相
次

い
で
参
入
し
た
」（
流
通

筋
）
こ
と
に
よ
り
、
地
区

需
要
減
を
カ
バ
ー
す
る
受

け
皿
が
増
え
た
こ
と
も
輸

出
増
の
背
景
に
あ
る
。
ま

た
、
同
湾
岸
で
は
1
船
当

た
り
の
船
積
み
が
3
0
0

0
―
5
0
0
0
㌧
が
中
心

だ
っ
た
が
、
昨
年
秋
ご
ろ

か
ら
は
大
型
船
に
も
対
応

で
き
る
南
港
Ｊ
1
岸
壁
で

1
船
当
た
り
8
0
0
0
㌧

の
船
積
み
が
定
期
的
に
行

わ
れ
て
お
り
、
5
月
以
降

も
高
水
準
の
船
積
み
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。

雑
品
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
前

年
同
月
比
63
％
減
の
1
1

1
0
㌧
に
と
ど
ま
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
、
主
要

向
け
先
と
な
る
マ
レ
ー
シ

ア
で
移
動
制
限
や
一
部
輸

入
港
の
入
荷
に
制
限
が
か

か
り
、
輸
出
が
進
ま
な
か

っ
た
。
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る

輸
出
が
一
部
で
見
ら
れ
た

が
、「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

か
ら
世
界
中
の
港
で
コ
ン

テ
ナ
が
積
み
上
が
っ
て
お

り
、
し
ば
ら
く
コ
ン
テ
ナ

に
よ
る
輸
出
も
難
し
い
の

で
は
。
バ
ラ
積
み
運
賃
が

下
落
す
る
一
方
、
コ
ン
テ

ナ
便
は
コ
ン
テ
ナ
不
足
で

運
賃
も
上
昇
し
て
い
る
」

（
シ
ッ
パ
ー
筋
）
と
の
声

も
聞
か
れ
る
。
ス
テ
ン
レ

ス
な
ど
そ
の
他
ス
ク
ラ
ッ

プ
は
同
1
2
9
％
増
の
6

6
2
0
㌧
だ
っ
た
。

関
東
地
区
の
薄
板
コ
イ

ル
セ
ン
タ
ー
、
エ
ヌ
テ
ィ

ス
チ
ー
ル
（
本
社
＝
千
葉

県
浦
安
市
鉄
鋼
通
り
、
日

塔
寛
社
長
）は
こ
の
ほ
ど
、

ミ
ニ
レ
ベ
ラ
ー
ラ
イ
ン
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
完
了

し
、
先
月
か
ら
本
稼
働
に

入
っ
た
。
ラ
イ
ン
の
主
要

部
で
あ
る
レ
ベ
ラ
ー
と
シ

ャ
ー
を
全
面
更
新
し
た
こ

と
で
、
寸
法
精
度
や
機
能

性
、
操
作
性
、
ラ
イ
ン
ス

ピ
ー
ド
な
ど
が
向
上
し
て

お
り
、
ラ
イ
ン
の
特
長
を

生
か
し
、
受
注
拡
大
を
目

指
す
。

シ
ャ
ー
に
は
最
新
式
の

「
ド
ラ
ム
シ
ャ
ー
」
を
採

用
。
従
来
の
ロ
ー
タ
リ
ー

シ
ャ
ー
に
対
し
て
、
切
断

面
の
バ
リ
が
抑
制
さ
れ
、

表
面
疵
の
発
生
を
防
げ
る

ほ
か
、
加
工
板
厚
の
設
定

も
容
易
な
の
が
特
長
だ
。

従
来
は
専
用
器
具
を
用

い
て
、
熟
練
工
に
よ
る
感

覚
的
な
調
整
が
必
要
だ
っ

た
が
、
ド
ラ
ム
シ
ャ
ー
で

は
付
属
の
ハ
ン
ド
ル
を
回

し
て
目
盛
り
を
合
わ
せ
る

だ
け
で
設
定
が
完
了
す
る

た
め
、
経
験
の
浅
い
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
で
も
扱
え
る
。

切
断
時
の
騒
音
は
従
来
比

5
分
の
1
に
低
減
し
て
お

り
、
従
業
員
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
た
。

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た

レ
ベ
ラ
ー
の
更
新
に
よ

り
、
加
工
後
の
フ
ラ
ッ
ト

ネ
ス（
平
坦
度
）も
向
上
。

レ
ベ
ラ
ー
の
後
方
に
は
新

た
に
「
マ
ッ
シ
ャ
ー
ロ
ー

ル
」
を
設
置
し
た
。
ミ
ニ

レ
ベ
ラ
ー
の
前
工
程
で
あ

る
ス
リ
ッ
ト
加
工
時
に
発

生
す
る
コ
イ
ル
両
端
の
バ

リ
を
ロ
ー
ル
で
つ
ぶ
す
装

置
で
、
顧
客
の
要
望
に
応

じ
て
、
バ
リ
取
り
加
工
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

操
作
盤
は
可
動
式
で
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
操
作
し

や
す
い
位
置
に
動
か
せ
る

こ
と
も
生
産
性
向
上
に
寄

与
す
る
。
学
習
機
能
も
搭

載
し
て
お
り
、
板
厚
を
入

力
す
る
と
、
過
去
に
設
定

し
た
圧
下
量
が
自
動
的
に

入
力
さ
れ
、
一
か
ら
入
力

す
る
手
間
が
省
け
る
。

新
ラ
イ
ン
の
設
備
仕
様

は
板
厚
0
・
4
―
2
・
3

㍉
、板
幅
最
大
6
0
0
㍉
、

切
断
長
さ
最
大
2
5
0
0

㍉
で
従
来
と
変
わ
ら
な

い
。
た
だ
、
2
㍉
超
の
板

厚
や
2
0
0
0
㍉
以
上
の

長
尺
品
な
ど
は
あ
ま
り
手

掛
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
後
は「（
新
ラ
イ

ン
の
）
品
質
の
良
さ
が
口

コ
ミ
で
広
が
り
、
新
し
い

仕
事
も
取
れ
て
い
け
た

ら
」（
日
塔
社
長
）
と
期
待

す
る
。

ミ
ニ
レ
ベ
ラ
ー
は
ロ
ッ

ト
の
ま
と
ま
っ
た
切
板
の

加
工
に
適
し
て
い
る
が
、

近
年
は
小
ロ
ッ
ト
化
の
流

れ
で
不
採
算
と
な
り
つ
つ

あ
り
、
自
社
の
ミ
ニ
レ
ベ

ラ
ー
を
撤
去
し
て
、
外
部

へ
の
委
託
加
工
に
切
り
替

え
る
企
業
も
増
え
て
い

る
。
同
社
は
賃
加
工
を
事

業
の
柱
と
し
て
お
り
、
新

ラ
イ
ン
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
こ
う
し
た
企
業
が
外

部
委
託
す
る
際
の
受
け
皿

と
な
り
た
い
考
え
だ
。

今
年
6
月
1
日
付
け
で
社

長
に
再
登
板
し
た
。「
大
阪
府

岸
和
田
市
に
工
場
建
設
を
計

画
し
て
お
り
、
こ
の
大
事
業

を
資
金
面
・
作
業
面
な
ど
す

べ
て
に
お
い
て
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
た
め
、
も
う
一
度
陣

頭
指
揮
を
執
る
こ
と
に
し

た
。
菰
下
鎔
断
の
加
工
・
物

流
機
能
の
最
終
仕
上
げ
と
な

る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
取
り

組
む
」
が
抱
負
。

菰
下
鎔
断
は
1
9
3
6
年

に
創
立
、
84
年
の
歴
史
を
持

ち
、
溶
断
業
界
の
草
分
け
的

な
存
在
。
拠
点
は
自
社
が
本

社
・
工
場
、
北
陸
事
業
所
、

玉
野
事
業
所
、九
州
営
業
所
、

東
京
営
業
所
、
グ
ル
ー
プ
溶

断
会
社
の
井
上
金
属
工
業
を

有
し
、
産
業
機
械
、
工
作
機

械
、
造
船
向
け
に
厚
板
を
加

工
、
全
社
の
切
板
数
量
は
月

間
平
均
で
3
0
0
0
㌧
強
。

新
工
場
は
来
年
秋
の
完
成

予
定
だ
が
、
切
板
、
穴
明
け
、

開
先
、
曲
げ
、
熱
処
理
な
ど

厚
板
一
・
二

次
加
工
か
ら

製
缶
・
組
立

と
い
う
半
製

品
の
一
部
の

製
作
ま
で
を

ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
行
え
る

よ
う
に
す

る
。「
最
近
の

傾
向
は
薄
物
材
の
加
工
ウ
エ

ー
ト
が
高
ま
っ
て
い
た
。
た

だ
、
現
在
の
本
社
・
工
場
で

は
薄
物
材
と
厚
物
材
を
混
在

し
た
形
で
対
応
し
て
い
る
。

新
工
場
で
広
い
ヤ
ー
ド
を
確

保
し
、
既
存
工
場
を
含
め
、

薄
物
材
と
厚
物
材
を
区
分
し

た
在
庫
・
加
工
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
競
争
力
を
さ

ら
に
引
き
上
げ
た
い
」
と
狙

い
も
明
快
。

根
幹
に
は
〝
モ
ノ
づ
く

り
�
へ
の
熱
い
思
い
が
…
。

「
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
、

受
注
は
大
き
く
落
ち
込
み
、

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て

い
る
。
た
だ
、
日
本
の
溶
断

業
は
世
界
的
に
見
て
も
独
自

の
業
種
で
、
顧
客
か
ら
図
面

を
預
か
る
な
ど
信
頼
さ
れ
て

い
る
。
私
自
身
、
溶
断
業
は

モ
ノ
づ
く
り
の
基
本
と
考
え

て
い
る
」
と
し
、「
自
社
の
加

工
機
能
を
高
め
る
こ
と
で
、

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
に
し
っ

か
り
と
貢
献
し
、
企
業
と
し

て
発
展
し
て
い
く
」
と
未
来

を
見
据
え
る
。

（
天
野

充
造
）

▽
菰
下
茂
夫
（
こ
も
し
た

・
し
げ
お
）
氏
＝
1
9
6
1

年
3
月
近
畿
大
学
理
工
学
部

機
械
工
学
科
卒
。
61
年
5
月

に
専
務
取
締
役
、
76
年
5
月

代
表
取
締
役
社
長
、
02
年
取

締
役
会
長
な
ど
を
歴
任
。
家

族
的
な
経
営
を
心
掛
け
る
一

方
、
厳
し
い
経
済
環
境
時
に

は
シ
ビ
ア
な
英
断
を
行
な

い
、
今
日
の
〝
菰
下
鎔
断
〞

を
築
き
上
げ
た
。
〝
努
力
〞

が
好
き
な
言
葉
。
趣
味
は
ゴ

ル
フ
、
昨
年
も
社
内
コ
ン
ペ

で
エ
イ
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
達

成
。
38
年
8
月
生
ま
れ
、
大

阪
府
出
身
。

普
通
鋼
電
炉
工
業
会
は

25
日
、
第
49
回
定
時
総
会

を
書
面
審
議
で
開
催
し
、

渡
邉
誠
会
長
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
条

鋼
社
長
）、副
会
長
6
人
と

も
に
再
任
さ
れ
た
。
任
期

は
1
年
。

全
国
厚
板
シ
ヤ
リ
ン
グ

工
業
組
合
が
29
日
発
表
し

た
4
月
の
鋼
板
流
通
調
査

に
よ
る
と
、
厚
中
板
切
断

量
は
前
月
比
1
万
1
8
7

0
㌧
、
8
・
9
％
減
の
12

万
8
1
6
㌧
、
出
荷
量
は

同
7
9
8
1
㌧
、
5
・
1

％
減
の
14
万
9
0
8
3
㌧

と
な
っ
た
。
切
断
量
、
出

荷
量
と
も
3
カ
月
ぶ
り
の

減
少
。
切
断
量
は
13
万
㌧

を
割
り
、
12
万
㌧
際
に
減

退
。
出
荷
量
も
15
万
㌧
を

下
回
っ
た
。
月
末
在
庫
は

同
1
万
5
8
6
5
㌧
、
3

・
9
％
減
の
38
万
8
9
8

2
㌧
と
8
カ
月
連
続
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
在
庫

率
は
同
3
・
1
㌽
増
の
2

6
0
・
9
％
で
4
カ
月
ぶ

り
に
ア
ッ
プ
し
た
。

在
庫
率
は
一
昨
年
11
月

か
ら
、
18
カ
月
続
い
て
2

0
0
％
台
で
推
移
し
、
2

6
0
％
台
に
上
げ
た
。

厚
板
需
要
は
総
じ
て
盛

り
上
が
り
欠
き
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

で
製
造
業
分
野
の
市
場
環

境
が
よ
り
厳
格
化
し
て
い

る
。3
カ
月
ぶ
り
に
加
工
、

出
荷
量
と
も
減
少
。「
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
広
が
っ
た
」

（
扱
い
筋
）
と
い
っ
た
指

摘
も
多
い
。
受
入
量
は
前

月
よ
り
1
万
6
9
7
㌧
下

げ
た
が
、
出
荷
量
の
減
少

幅
が
大
き
く
、
在
庫
量
の

圧
縮
に
対
し
、
在
庫
率
の

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
。

主
要
3
地
区
の
在
庫
率

は
、
東
京
地
区
が
同
25
・

7
㌽
増
の
2
4
3
・
6

％
、
東
海
は
12
・
7
㌽
増

の
2
7
7
・
7
％
。
大
阪

地
区
は
8
・
6
㌽
減
の
2

5
5
・
8
％
と
下
降
し

た
。
全
9
地
区
中
5
地
区

が
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
が
、

プ
ラ
ス
の
地
区
の
増
加
率

が
高
く
、
4
地
区
で
在
庫

率
を
押
し
上
げ
た
。

全
国
の
受
入
は
前
月
比

1
万
6
9
7
㌧
、
7
・
4

％
減
の
13
万
3
2
1
8
㌧

で
、
3
カ
月
ぶ
り
に
減
少

し
た
。
出
荷
量
は
成
品
切

板
出
荷
が
同
6
6
0
6

㌧
、
5
・
7
％
減
の
11
万

1
3
0
㌧
、
未
切
断
鋼
板

出
荷
は
1
3
7
5
㌧
、
3

・
4
％
減
の
3
万
8
9
5

3
㌧
。
賃
加
工
は
5
2
6

4
㌧
、
33
％
減
の
1
万
6

8
6
㌧
と
3
カ
月
ぶ
り
に

前
月
実
績
を
下
回
っ
た
。

【
名
古
屋
】
東
海
コ
イ

ル
セ
ン
タ
ー
工
業
会
（
会

長
＝
小
河
通
治
・
小
河
商

店
社
長
）
は
、
第
55
期
定

時
総
会
を
書
面
決
議
と
し

て
行
い
、
役
員
の
一
部
改

選
で
中
村
尚
史
・
空
見
ス

チ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
社
長
の

新
副
会
長
就
任
な
ど
を
決

議
し
た
。
な
お
、
7
月
開

催
予
定
だ
っ
た
夏
季
例
会

は
中
止
と
し
た
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
の
対
応
を
6

月
30
日
ま
で
継
続
す
る
と

発
表
し
た
。
事
務
局
職
員

の
勤
務
は
、
在
宅
勤
務
と

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
を

組
み
合
わ
せ
、
出
勤
時
は

時
差
出
勤
や
マ
ス
ク
着

用
、
手
洗
い
、
三
密
を
避

け
る
な
ど
の
衛
生
管
理
を

徹
底
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
な

ど
は
原
則
開
催
を
中
止
ま

た
は
延
期
す
る
が
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し

て
の
開
催
も
検
討
す
る
。

国
内
外
の
出
張
に
つ
い
て

は
原
則
見
合
わ
せ
る
。

東
京
鉄
鋼
と
伊
藤
製
鉄

所
の
鉄
筋
棒
鋼
共
販
会

社
、
東
北
デ
ー
バ
ー
・
ス

チ
ー
ル
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

状
況
を
見
な
が
ら
6
月
中

の
棒
鋼
販
売
価
格
の
引
き

上
げ
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入

価
格
の
上
昇
や
合
金
鉄
な

ど
の
副
原
料
価
格
の
高
騰

な
ど
も
あ
り
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
が
現
実
味
を
帯
び
て
き

た
た
め
。

東
北
地
区
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
荷
動
き
へ
の
影
響

は
限
定
的
な
状
況
に
あ

る
。
コ
ス
ト
面
で
は
、
製

造
な
ど
の
工
場
生
産
の
縮

小
に
伴
う
発
生
減
少
に
よ

り
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
価

格
が
上
昇
し
て
い
る
。ま

た
、コ
ロ
ナ
影
響
を
受
け

た
副
原
料
価
格
の
高
騰
も

あ
り
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
の

懸
念
が
出
て
い
る
。

東
京
製
鉄
は
、
3
月
27

日
か
ら
実
施
し
て
い
る
在

宅
勤
務
体
制
を
一
部
の
従

業
員
を
対
象
に
継
続
す

る
。
政
府
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
の
解
除
後
も
、
引

き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
た
も

の
。対

象
は
東
京
本
社
や
大

阪
支
社
、
名
古
屋
支
店
や

九
州
支
店
、
岡
山
営
業
所

や
宇
都
宮
営
業
所
に
勤
務

す
る
従
業
員
。

東
京
製
鉄
は
5
割
程
度

を
目
標
に
出
社
人
数
を
制

限
し
て
お
り
、
在
宅
勤
務

を
組
み
入
れ
た
形
で
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

確
保
す
る
職
場
環
境
を
検

討
し
て
き
た
。
同
社
は
今

後
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
た
上

で
、
新
し
い
働
き
方
を
推

進
し
、
業
務
効
率
化
を
図

る
方
針
。

▽
岡岡
部部
＝
9
万
9
8
0

0
株
、
7
8
2
3
万
9
2

0
0
円
（
5
月
1
―
31
日

・
約
定
ベ
ー
ス
）

▽
中中
央央
ビビ
ルル
トト
工工
業業
＝

6
月
8
日
（
未
定
）

岡
谷
ス
チ
ー
ル

（
5
月
19
日
付
）

【
新
任
取
締
役
】

▽
取
締
役
（
非
常
勤
）
＝
平

野
隆
裕
・
岡
谷
鋼
機
常
務
取
締

役
日
鉄
建
材

（
6
月
26
日
付
）

■
執
行
役
員
の
選
任
お
よ
び

業
務
分
担
・
役
職
委
嘱

▽
〔
新
任
〕
執
行
役
員
建
材

技
術
研
究
部
長
委
嘱
（
参
与
建

材
技
術
研
究
部
長
）
西
海
健
二

▽
〃
財
務
部
長
委
嘱
、
企
画

に
関
す
る
事
項
管
掌
（
〃
財
務

部
担
当
部
長
）
鈴
木
聡

▽
〃
土
木
商
品
事
業
部
門
副

事
業
部
門
長
、
道
路
・
土
木
商

品
部
長
委
嘱
（
道
路
・
土
木
商

品
部
長
）
萬
谷
弘
志

■
退
任

▽
退
任
（
監
査
役
）
宇
野
暢

芳
▽
〃
・
顧
問
（
常
務
執
行
役

員
）
古
川
洋

■
顧
問
の
委
嘱
・
解
嘱

▽
顧
問
を
委
嘱
＝
今
出
淳
一

▽
〔
新
任
〕
顧
問
を
委
嘱
＝

古
川
洋

▽
顧
問
を
解
く
＝
結
城
隆

▽
〃
＝
川
端
規
之

▽
〃
＝
園
田
正
雄

（
6
月
末
日
付
）

■
関
連
会
社
社
長

▽
〔
新
任
〕
中
構
日
建
総
経

理
＝
今
出
淳
一

▽
退
任（
中
構
日
建
総
経
理
）

佐
賀
健
一

伊
藤
忠
丸
紅
住
商
テ

ク
ノ
ス
チ
ー
ル

（
7
月
1
日
付
）

【
新
任
役
員
】

▽
執
行
役
員
建
築
・
鉄
構
部

門
部
門
長
補
佐
兼
フ
ロ
ア
ー
営

業
部
長
（
経
営
企
画
・
人
事
総

務
本
部
長
付
）
山
口
隆

【
役
員
の
役
割
変
更
】

▽
執
行
役
員
東
鋼
産
業
出
向

〈
専
務
取
締
役
〉（
執
行
役
員
建

築
・
鉄
構
部
門
部
門
長
補
佐
兼

フ
ロ
ア
ー
営
業
部
長
）
織
田
雅

宏

鉄鋼商社、6月以降の新型コロナウイルス対策
日鉄物産 ＪＦＥ商事 三井物産 三井物産スチール 伊藤忠丸紅鉄鋼

勤務体制

①在宅勤務を積極活用する（従来は原則
在宅勤務）。
②通勤時における公共交通機関の利用者
は、混雑時間帯を避けるよう、フレッ
クスタイム制度を活用して最大限「時
差出勤・退勤」を行う。

6月1日から可能な限り在宅勤務を実施。
（原則在宅勤務から変更）

部署ごとの出社比率は最大50%に抑える。
このため部署ごとのシフト制による出社
と、在宅勤務を組み合わせた勤務体制と
する。

会社より指示有る迄、休校関係者、妊婦
若しくは其の関係者の方を優先し、各組
織は出社率50%目安でシフト制を取る等
して、「ハーフ在宅勤務」を継続。

6月1日から当面の期間は、「原則在宅勤務」
から「週2日以上の在宅勤務」に変更。更
なる緩和については政府、都道府県の発
令を踏まえて対応。

出退勤時の注意事項
①勤務体制の②に同じ。
②マスクの着用、人混みを避けるなど、
感染予防策を徹底する。

オフピーク通勤を実施。 出社する社員は時差出勤制度を活用し、
可能な限り混雑する時間帯を避けて出勤。 時差出勤の継続。

公共の交通機関を使用。但し混雑時を避
けたフレックス等の活用を推奨。

社内就労時の注意事項
①マスク着用の上、対人距離を原則2㍍以
上確保することを基本とする。
②社内会議、社外との会議は、TV会議、
WEB会議を極力活用する。

・執務スペースでは、マスクを着用し、
間隔を空けて業務を行う。
・社内会議は原則WEB会議とする。

・通勤時にとどまらず、オフィス内では
常にマスクを着用し、手洗い・消毒を
励行し感染予防に努める。
・オフィス内の座席は一定間隔をあけ、
会議室の利用は定員を減らす運用とす
る。オフィスビル入り口にサーモグラ
フィーを設置し、発熱が認められた社
員の入館は禁止する。

内外客先との面談は、不要不急は控え、
個別事情ある場合は感染防止に十分留意
の上で対応。

出社時には検温、手洗い、消毒を励行。

対象 日鉄物産の全社員が対象。グループ会社
もこれに沿った対応を実施する。 国内全拠点の社員。 本社社員約4000人 全社員 国内全社員を対象。

各種対策

①取引先への訪問が必要な場合は、事前
に先方と相談・確認する。
②懇親会等の会合については、必要性を
踏まえて慎重に判断する。
③来訪者の受け入れは、来訪者エリアに
限定し、体調の悪い方は来訪を見合わ
せて頂く。
④国内出張は必要性を慎重に判断し、限
定的に行う。海外出張は原則禁止とす
る。

・会食は原則禁止。
・社内対応の出張は原則禁止。
・国内出張は、先方の了承を前提とし必
要性を吟味した上で、社内承認を得て
実施する。実施する際も、感染防止対
策を行い極力少人数にて対応。
・海外出張は、原則禁止。

・業務上の会食禁止は解除。但し、感染
リスク軽減のため自治体の指針に従い、
「三密」を避け、場所・人数等に十分
に配慮する。
・国内転勤は可。日本から海外及び海外
間の転勤は相手国の状況が許す限り可。
海外から日本への転勤は従来より可。
・国内出張の禁止は解除するが、状況を
踏まえ慎重に判断。海外出張（海外から
日本への出張を含む）は引き続き禁止。

・内外客先との会食は、別途指示有る迄
は原則「禁止」。どうしても必要な個別
事情ある場合は、緊急対策本部長（社
長）宛て事前申請・許可の取得。

・海外出張は、別途指示あるまで原則「禁
止」。個別事情ある場合、別途要相談。

・国内出張は、6/18迄の間、北海道・東
京・千葉・埼玉・神奈川との境をまた
ぐ出張は原則「禁止」。個別事情ある場
合、別途要相談。

・外出、来客は厳選し、マスク着用等の
予防策を取ること。会食やゴルフは中
止または延期。

・国内出張は厳選。海外出張は原則禁止。

海外駐在員について 各拠点における政府、地域当局の政令や
指導に沿った業務を実施している。

滞在国の状況に応じて対応中（通常出勤、
時差出勤、在宅勤務、一時帰国など）。 ― 国内待機継続

各国、州政府等の発令に基づいて対応。
医療体制が不安な地域の駐在員、家族は
一時国を促している。

働き方の見直し 勤務体制の①②及び社内就労時の注意事
項①②に同じ。

毎年実施している業務改革活動のなかで、
今回の在宅勤務において浮かび上がった
非効率業務等を洗い出し、対応策を検討
していく。

― 全面的に元に戻ることはせず、テレワー
クの部分的継続。

在宅勤務の制度化については今後検討す
る。採用人数については変更無し。

ＷＥＢ会議などＩＣＴツールの活用 社内就労時の注意事項の②に同じ。 当面の間、社内の会議はWEB会議にて参
加する。

出社と在宅の組み合わせとなるため、社
内外との打ち合わせにはオンライン会議
の活用を継続。

WEB会議の積極活用。社内外での三密は
避ける。

オンライン会議等の活用を励行。会議室
利用の場合は1ｍ以上の間隔を空け、マス
クを着用することで感染防止を図る。

2020年の国内鉄鋼需要（19年は約6000
万㌧）、世界の鋼材見掛け消費（19年見
込みは17億7500万㌧）への影響

―
4―6月鉄鋼需要は減少の見通しだが、世
界的な感染拡大の第二波も懸念されるな
ど新型コロナに収束は見られず7月以降の
国内外の需要レベルを見通すことは困難。

― 内需は5000万㌧程度に減少。
経済の回復動向を現時点で見通すのは非
常に不明瞭だが、15―20%程度の減少は
避けられないと考える。

2020年度の取扱量、収益への影響 ―
経済活動の減速により、今後影響が出る
ことが想定されるものの、現時点におい
て取扱量や影響額を見通すことは困難。

鉄鋼製品本部では21/3期計画を、コロナ
影響を織り込み50億円（詳細は非開示）
と置いている。

スローながら世界規模で需要が徐々に回
復。収益へのマイナスインパクトは許容
範囲内。

当社影響を定量的に見通すのは困難だが、
取扱量、収益とも大幅な減少は不可避。

レベラーとシャ
ーを全面更新

両端のバリ取りが可能なマ
ッシャーロールを搭載

操作性も向上したドラムシ
ャー

日刊産業新聞20.6.2

新
工
場
建
設
へ
陣
頭
指
揮

菰下茂夫氏菰下茂夫氏
菰下鎔断

https://www.japanmetal.com/?p=96758



